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特別損失（取引システムのアウトソーシングサービス利用にかかる一時払費用） 

の計上に関するお知らせ 

  

 株式会社東京金融取引所で運用されている取引システムのアウトソーシングサービスを利用するた

めにかかる一時払費用を特別損失として第１四半期会計期間において計上することといたしましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．特別損失の額 

合計                        ２１百万円 

内訳 取引所為替証拠金取引（くりっく 365）     １５百万円 

   取引所株価指数証拠金取引（くりっく株 365）   ６百万円 

２．特別損失の内容 

本日発表いたしました「新たな事業開始計画に関するお知らせ」のとおり、株式会社東京金融

取引所で上場されております「取引所為替証拠金取引（くりっく 365）」及び「取引所株価指数証

拠金取引（くりっく株 365）」の取扱い開始を予定しており、同取引所で運用されております取引

システムのアウトソーシングサービスを利用するためにかかる一時払費用を特別損失として計上

するものであります。 

３．今後の見通し 

本件のほか、取引システムのアウトソーシングサービスを利用するためにかかる費用として、

今期、月額 110 万円のランニングコストが発生する予定であります。業績に与える影響は現在精

査中であり、今後公表すべき事項が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

なお、当社は的確な予想を行うことが難しいため、平成 28 年３月期通期の業績予想は開示せず、

四半期毎に迅速に業績速報を開示させていただくこととしております。 
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